
　ＪＡ埼玉ひびきの農
協から、学童用及び保
護者用横断旗計582本
が寄贈されました。
　いただいた横断旗は、
交通安全活動に役立たせていただきます。

Hot Spaceほっとひと息、
　　　　　　　　　　ホットな話題

ま ち か ど S n a p

本庄絣・伝統工芸を活かしたバッグ
　３月２日、中小企業庁主催の「第２回全国創業スクール選手権」で経
済産業大臣賞(創業スクール大賞)を受賞した内原絵美さん（早稲田の杜在
住：写真右から２番目）が、市長を表敬訪問しました。
　内原さんは昨年､ (公財)本庄早稲田国際リサーチパークが実施する創業
スクールを受講。そこで初めて地域の伝統工芸品「本庄絣」に出会い、そ
の素材を活かしたバッグの企画製造販売を始めました。今回そのビジネス
プランが、全国創業スクール選手権で3,050人の中から見事、大賞に選ば
れました。内原さんは､「地域の人材を積極的に活用し、本庄発信のブラ
ンドに育てていきたい。夢は世界展開です」と笑顔で話していました。

はにぽんプラザで２月26日､「男
　　女共同参画セミナー 男の料理教
室・メタボ予防バランスレシピ」が
行われました。
　参加者のみなさんは、慣れない包
丁の扱いなどに苦戦しながら、最後
は自分たちで作った料理をにっこり
笑顔で食べました。
【市民カメラマン　茂木哲好】

本庄早稲田駅北口に、15歳で希望
　　を胸に故郷から江戸へ旅立つ塙
保己一少年の姿を表した銅像が完成
し、３月12日に除幕式が行われました。
　除幕式では、児玉中学校吹奏楽部
による演奏や寄附者の紹介、銅像制
作に携わった人への感謝状贈呈が行
われ、銅像の完成を華やかにお祝い
しました。

３月15日、本庄市内の市立中学校
　　４校で卒業証書授与式が行われ
ました。722人の生徒が夢と希望を
胸に、３年間過ごした学び舎を巣
立っていきました。
　写真は本庄西中学校。西中学校で
は卒業生を祝うように、白モクレン
の花が今にも開こうとしていまし
た。ご卒業おめでとうございます。

善意ありがとうございます
　市内在住の大正５年生まれの次のみなさんがめでたく
100歳を迎えられました。大正・昭和・平成と３つの時代
を歩んできたみなさんを、吉田市長が訪問し、お祝いの
｢寿状」が手渡されました。

　埼玉北部ヤクルト販売株式会社様から地域福
祉基金に寄附をいただきました。いただいた寄
附金は有効に活用させていただきます。

　児玉工業団地工業会か
ら、車いす２台が寄贈さ
れました。有効に活用さ
せていただきます。

小倉 ウメ さん
（児玉町児玉南）
２月３日生まれ

中井 タネ子 さん
（北堀）

３月10日生まれ

近田 きみ さん
（柏）

３月４日生まれ

林見 あい さん
（東台）

３月20日生まれ

坂本 ふさ さん
（東台）

２月25日生まれ

渋谷 サダ さん
（児玉町保木野）
３月15日生まれ

★地域福祉課☎�１１２７

★学校教育課☎�１１４９

★財政課☎�１１６５
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◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５
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祝　百　歳少子化による人口減少に向き合う
　我が国では西暦2008年（平成20年）の１億2,808万
人をピークに人口減少が始まり、このまま低出生率が
続くと、2060年に総人口は9,000万人を割り込むと予
想されています。この傾向は本庄市も同様で、人口も
このままでは2060年に５万人以下と予想されています。
 「昔だって人口は少なかったのだから大丈夫」とい
う方に申し上げますが、問題は人口構成です。65歳以
上の方が社会全体に占める「高齢化率」は、昭和の終
わりまで10％以下でした。それが今は約26％。今後
ともこの値は上昇し続け、このままでは2060年には
39.9％、実に人口の４割が高齢者となります。負担は
現役世代に重くのしかかり、経済の縮小と社会の衰退
が大いに心配されるところです。これは日本社会の将
来にわたる最大の課題です。
　もちろん、お元気な高齢者に今後より一層社会の担
い手として活躍していただくことは大切です。しかし
根本的な解決は、やはりどうしたら生まれる子が増え
るか、でしょう。
　少子化の原因は何か。若い方々が結婚や出産を望ん

でいないのでしょうか？
　実は国が行った若者向けアンケートによれば、独
身者の８割程度は結婚を望んでおり、また既婚者が
理想とする子の数も2.4人程度という数字が出まし
た。本庄市が行ったアンケートでも同様です。そう
いった若い人々の希望がかなえられれば、出生率は
今よりも上昇し、将来的に人口減少をストップさせ
られる、そんな展望も見えてきました。
　結婚に至らない、また子を１人授かっても２人目
３人目が難しい原因として、経済的理由や、出会いが
ない、子育て環境が厳しい、仕事との両立の課題など
が国や自治体のアンケートでも挙げられています。や
はり私たちは社会を挙げて若者の結婚・出産・子育て
を応援しなければならないことを強く認識すべきです。
　このたびこの広報とともに全戸配布させていただ
いた「本庄市　人口ビジョン　まち・ひと・しごと
創生総合戦略」（概要版）は、まさにその課題に本
庄市として向き合い、多くの市民の皆さまと策定し
たものです。ぜひご覧ください。

                                       本庄市長


